
 

 

 

 

 

 

 

 

総
会
で
は
、
16
年
度
の
経
過
報
告
、
オ
キ

ナ
ワ
青
年
の
旅
・
中
央
大
交
流
集
会
の
参
加

者
か
ら
の
特
別
報
告
、
議
案
提
起
が
あ
り
、

１
年
間
の
総
括
を
し
、
17
年
度
か
ら
の
運
動

方
針
（
案
）
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
針

に
つ
い
て
全
体
討
論
を
行
い
、
全
部
で
24
本

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

     

全
体
討
論
で
は
「
休
部
と
な
っ
て
い
た
ユ

ー
ス
部
※1

が
復
活
。
運
営
に
必
要
な
経
験
も

な
く
、
思
い
描
い
た
活
動
も
で
き
ず
、
運
動

が
ノ
ル
マ
の
よ
う
に
感
じ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
仲
間
の
助
け
が
あ
り
、
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。」「
10
年
ぶ
り
に
青
年
部
独
自

交
渉
を
行
っ
た
。
団
結
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

ュ
か
ら
出
た
、
冷
暖
房
の
徹
底
を
訴
え
、
交

渉
で
得
ら
れ
た
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
議
論

の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
っ
た
と
し
て
、
庁
舎
内
の

温
度
測
定
の
箇
所
が
増
え
た
。」「
政
治
に
つ

い
て
押
し
つ
け
ら
れ
た
く
な
い
、
理
解
は
で

き
る
が
共
感
は
で
き
な
い
等
の
意
見
が
あ

り
、
ま
ず
は
投
票
に
行
く
よ
う
教
宣
を
発

行
。
そ
の
後
、
無
記
名
で
誰
に
投
票
し
た
か

と
い
う
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
選

挙
期
間
だ
け
で
は
な
く
継
続
し
た
運
動
が

必
要
と
感
じ
た
。」「
仲
間
の
声
を
聞
く
場
と

し
て
職
場
オ
ル
グ
※2

を
実
施
し
た
り
、
同
年

代
で
分
散
会
を
行
う
こ
と
で
不
安
や
悩
み

が
多
く
出
さ
れ
た
。
青
年
だ
か
ら
こ
そ
、
多

く
の
仲
間
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。」

と
い
っ
た
発
言
が
出
さ
れ
、
方
針
の
補
強
が

さ
れ
ま
し
た
。 

 

新
役
員
あ
い
さ
つ
で
は
、
道
本
部
青
年
部

副
部
長
に
再
任
し
た
高
橋
特
別
幹
事
が
「
こ

の
１
年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
厳
し
い
実
態
を

見
て
き
た
。
そ
れ
を
変
え
る
た
め
に
は
結
集

す
る
こ
と
が
重
要
。
ま
た
１
年
間
、
道
本
部

青
年
部
と
し
て
北
海
道
の
み
ん
な
と
頑
張

っ
て
い
き
た
い
。」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

最
後
は
斉
藤
道
本
部
青
年
部
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
総
会
を
終
え
ま
し
た
。 

名寄市職労青年部  

VOL.３２ ２０１６年１０月４日  

▲議案の提起を行う 
高橋道本部青年部副部長 

☆定期総会参加者☆ 

佐藤 神田 亀田 仁尾 

合掌恵 合掌純 永松 

高橋 堂前 

★2017道本部青年部役員★ 

青年部長 斉藤 信（苫小牧市職労） 

副部長  高橋 弘樹（名寄市職労） 

     本田 卓也（平取町職労） 

書記長  村居 保裕（全道庁労連） 

9月 10・11日に自治労北海道本部青年部第 31回定期総会が開催され、117単組・総支部 261人の参加があり

ました。名寄市職労からは7人が参加し、高橋道本部青年部副部長と堂前道本部幹事は総会運営に当たりました。総会

では2016年度たたかいの総括と2017年度運動方針を全体で確認し、その後の役員選挙では高橋弘樹さんが道本部

青年部副部長に立候補し、再任となりました。 

堂前特別幹事はこの総会をもって

道本部青年部幹事の任務終了です。 

オルガナイズ（組織す

る）の略語。労働組合

では、組合組織の強化

のための指導に当たる

こと。 

※2オルグとは？ 

青年部と同義。 

※1ユース部とは？ 


